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事業名  

ちゅうおうどおり（のぼりべつし）

中央通（登別市） 事業 
区分 

街 路 事業 
主体 

 北海道 

起終点 自：北海道
のぼりべつ

登別市
とんけしちょう

富岸町１丁目 
至：北海道

のぼりべつ

登別市
わかやまちょう

若山町１丁目 
延長 

１．９km

事業概要  
  当路線は、登別市西部に位置し、登別市～室蘭市間を連絡する骨格幹線街路であり、また、道央自動車 
道の登別室蘭ＩＣに接続しており、そのＩＣを経由し登別市、室蘭市への物流経路となっている。当路線 
を新設、拡幅し、骨格幹線を形成する。 
事業の目的、必要性  
   当路線の拡幅整備により高速道路及びそのＩＣを介して、登別市、室蘭市への物流経路しての円滑な 
交通が確保され、また交通が混雑している国道３６号の交通負荷を軽減するとともに、都市間の連絡強化 
を図る。 
全体事業費     ２８億円 計画交通量   20,200 台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用  総便益  基準年  費用便益 
分析結果  

     ５．０ 

      ２４ 億円 
 事 業 費： 22.6 億円 
 維持管理費：  1.2 億円 

     １１８ 億円 
 走行時間短縮便益： 116.8 億円 
 走行費用減少便益：   0.8 億円 
 交通事故減少便益：   0.6 億円 

 平成 15 年 

事業の効果等  
・円滑なモビリティの確保（整備区間にバス路線が存在し利便性の向上が図られる） 
・物流効率化の支援（特定重要港湾室蘭港へのアクセス向上が見込まれる） 
・都市の再生（市街地の都市計画道路網密度が向上する） 
・歩行者・自転車のための生活空間の形成（当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安全性の向上が期 
 待される）                       他４項目に該当（定量的評価項目を含む） 
関係する地方公共団体等の意見  
   中央通は、市街地中心部へのアクセス性の向上、交通混雑の緩和等に重要な役割を果たすことが期待 
され、早期整備が必要である。 

事業概要図  
 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
 


